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校庭の木々が色づき、秋も深まってきました。紅葉が美しい季節です。 

校内では、１０月２１日から読書週間が始まりました。給食には、秋の

味覚が満載です。一年で一番落ち着いて生活できるこの時期に、豊かな

心と健康な体をじっくりと育てていきたいと思います。 

 子どもたちは秋空の下、元気いっぱいに遊んでいます。しかし、気温の変化 

もあり、体調を崩す子も見かけるようになりました。ご家庭でも食事や睡眠、 

服装など常に健康でいられるようご配慮いただければ幸いです。よろしくお 

願いいたします。 

 

１１月の行事予定 

※１１月の下校時刻につきましては、１０月１８日付けの祇園小だより№３６でご確認くださ

い。 

月 火 水 木 金 

    １ 

体力作り強調月間

（～１１／３０） 

特日課 

ふれあい遠足（５校

時） 

４ 

振替休日 

５ 

業間体育 

あいさつ運動 

二中学区家庭教育強

調週間（～１８日） 

６ 

特日課 

学年下校 

７ 

B 日課４時間 

 

８ 

ギオリンピック 

９ 

祇園小祭 

9:00～12:00 

１１ 

ギオリンピック 

集金引落日 

１２ 

業間体育 

PTA読み聞かせ 

 

１３ 

音楽鑑賞会 

学年下校 

１４ 

C日課・児童集会 

L昼休み 

 

１５ 

 

１８ 

 

１９ 

業間体育 

ふくべの絵付け 

２０ 

Ｂ日課 

一斉下校 

２１ 

らこんて 

プレイタイム 

なかよし給食 

クラブ見学（６校

時） 

２２ 

消防署見学 

二中学区クリーン

活動 

２５ 

 

 

２６ 

業間体育 

 

２７ 

一斉下校 

２８ 

プレイタイム 

２９ 

持久走大会 

祇園小学校第３学年 

学年だより 11月号 

  Ｒ１．10．31 

 

 



 

 

１１月の学習予定 
 

 

［国語］すがたをかえる大豆，食べ物のひみつを教えます 

［社会］火事からまちを守る 

［算数］重さ，分数 

［理科］かげのでき方と太陽の光、光のせいしつ 

［音楽］世界の歌めぐり 

［図工］でこぼこもようのなかまたち   ［体育］マット運動、持久走 

 

 

★10月２３日 楽しかった遠足 

益子町「共販センター」と「濱田庄司記念益子参考館」に行ってきました。 

「共販センター」では、一人一人が思い思いの作品を作りました。子どもたち曰く「魂を込めた」

個性豊かなお皿やコップができました。完成した作品は、１～２ヶ月後に学校に届く予定です。楽

しみにしていてください。 

 「濱田庄司記念益子参考館」では、人間国宝濱田庄司の工房や登り窯、数々の益子焼の作品を見

学しました。「ぼくたちのお皿もこうやって焼くのかな。」と真剣なまなざしで見学していました。

４６人全員で、元気いっぱい、楽しく遠足に行くことができました。 

 

★社会科「売る仕事」 

 買い物調べでは，ご協力いただきましてありがとうごいました。１０月２８日に、「かましん」の

店内を見学させていただきました。スーパーマーケットの「売る工夫」「お客さんのための工夫」「お

客さんを集める工夫」について、見たり聞いたりするなど貴重な体験ができました。従業員の方や

お客さんにも積極的に声をかけ、礼儀正しく質問をしていました。 

 

★持久走練習開始 

 １１月２９日（金）の持久走大会に向けて練習が始まります。３年生は 

２年生の時よりも距離が延び、１２５０ｍを走ります。コースは校庭と学 

校の周りの道路を使用する予定です。業間運動や体育の授業でも、持久走 

の練習を行います。それぞれの目標に向かって、気持ちも体も強くなれる 

よう、練習に取り組ませたいと思います。寒い日でも汗をかきますので、 

汗ふきタオルを持たせてください。また、体調管理をよろしくお願いします。 

 

★ほっとタイム 

 １０月の生活目標は「みんなのものを大切にし、落ち着いて生活しよう」で

した。遠足での子どもたちの態度は、訪れた施設の方々へのあいさつもよくで

き、礼儀正しく落ち着いて行動することができていました。お弁当を頂くのに、

共販センターの部屋を貸して頂いたのですが、班長さんは、きちんと最後に座

席の下に落ちているゴミを拾ったり、イスを整頓したりしていました。１１月

の生活目標は、「進んで仕事をし、最後までやり通そう」です。 


